














PROPOSAL ON EFFECTIVENESS OF ONTOLOGY COOPERATION IN WEB OF THINGS SYSTEM 
 
渡邉駿介 





In smart home, one area of the Internet of Things (IoT), has interoperability problem. For smart speakers 
operationg a smart home with a Voice User Interface (VUI), this problem reduces convenience. The Web of 
Things (WoT), which applies the Web to the IoT, is effective at solving this problem. In this research, we 
examine how to use the ontology in WoT and propose a method to construct s general-purpose system. 






































このような課題を解決するため，World Wide Web 
Consortium(W3C)は IoT に Web 技術を適用する Web of 
Things(WoT)[1]を提案し，標準化作業を進めている．各






































（１）Web of Things 
Web of Things(WoT)とは，Internet of Things(IoT)のサイ
ロ化の課題を解決することを目的として，W3C が標準化







a）Web of Things Thing Description 
WoT では，デバイス間の相互連携の実現のため，WoT
デバイスのメタデータを Semantic Web を用いた方法で
記述を行う．この方式を，Web of Things Thing 











取得や，動作の指示を行うための URI は，Form クラス
のインスタンスで記述する． 
WoT TD では，前述した語彙モデルを基本とし，機能












a）Resource Description Framework 






















































AdamPease によって OWL 形式でマッピングされている
[6]．このオントロジーにおいて，Synset を示すインスタ





ける ID は”WN30-201510399”となる． 
VUI において，入力は自然言語によってなされる．

























ており，オントロジー内に 11 種定義されている． 





ク ラ ス ， 主 に 家 庭 で 使 わ れ る デ バ イ ス で あ る
HomeM2MDevice クラスなどに属するクラスで定義され











以下の図 1 にシステムの概要図を示す． 
 
 








































本研究における WoT を導入した VUI システムのシス
テムモデルについて，以下の図 2 に示す． 
 
 







































































RDF データにおいて関連付けるクラスを以下の表 2 に
示す． 
 
表 2 RDF データによって関連付けるクラス 
 
 
表 2 で 示 し た ク ラ ス の 頭 に つ い て い
る”m3”，”saref”，”wn30”は，それぞれ M3 Ontology，SAREF 
Ontology，WordNet の名前空間を表すものとする．それ
ぞれの URI は表 2 の下部に示した．RDF データでは，2
つの活用用途のためにクラスの関連付けを行う．1 つ目
は，日本語で入力されたプロパティ名から WordNet で
SAREF の Property クラスを推定したものを入力とし，
M3 の M2MDevice クラスまたは HomeM2MDevice クラス
を出力とするための関連付けである．2 つ目は日本語で
入力された動詞の WordNet における Synset である
VerbSynset を入力とし，SAREF の Command クラスを出
力とするための関連付けである．また，本 RDF データに
おける M2MDevice クラスに属するクラスは，M3 
Ontology において M2MDevice クラスに属するクラスの
うち，スマートホーム環境において使用されると想定さ
れるデバイスクラスを抜き出したものとする． 
RDF データは， RDF エディタである MRCube 






















図 4 プロパティエディタにおけるプロパティ定義 
 






















図 5 RDF エディタにおけるリソースの関係定義の一部 
 
動詞の Synsetのリソースを WordNetの VerbSynset クラス
に属する Synset ごとの ID をリソース名に持つノードと
して表現し，デバイスの振る舞いを，SAREF のコマンド
クラスに属する空白ノードとして表現している．表現し






持つ振る舞いを操作するための API の URI と，操作のた
めに必要なボディ部に含む JSON データを必要とする． 
リクエストの構築のため．RDF データを用いて得たデ
バイスクラスを使用し，目的の WoT デバイスを推定する．
また，コマンドクラスを使用し，WoT TD から送信先 URI
とボディ部に含む JSON データの形式を取得する． 
コマンドクラスを使用した情報の取得に関して解説を
行う．図 6 に WoT TD の actions キー部の例を示す． 
 
 
図 6 WoT TD の actions キー部の例 
 




を推定する．また，input キーにおいて HTTP リクエスト
のボディ部の JSON データの形式を定義している．on キ
ーの振る舞いの場合，JSON データのキーは Toggle，値
は boolean 型の True であると定義されている．TD に沿
って構築した HTTP リクエストは，form キーで定義され











イスクラス URI の対応を示す． 
 
表 3 デバイスクラス推定の出力結果 
 
 







たコマンドクラス URI の対応を示す． 
 








WoT TD から情報を取得し，HTTP リクエストを構築す
るモジュールの動作の検証を行った．図 7 に用いた電灯
の WoT TD を示す 
 
 
図 7 電灯の WoT TD 
 
上記の WoT TD に対し，入力したデバイスクラス
を”Lamp”，コマンドクラスを”OnCommand”としたとき得
られた JSON データを図 8 に示す． 
 
 
図 8 出力された JSON データ 
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